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2022年６月20日 

各 位 

会 社 名   鴻池運輸株式会社 

代表者名  代表取締役会長兼社長執行役員 鴻池 忠彦 

（コード番号：9025 東証プライム市場） 

問合せ先   財務経理本部本部長      中西 義人 

 （TEL．06－6227－4600） 

 

 

（訂正・数値データ訂正）「2022年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

当社は、2022年５月13日に発表した「2022年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容の一部に

訂正がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、数値データにも訂正がありましたので訂正

後の数値データも送信いたします。なお、訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

１．訂正の理由  

「2022 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載の一部に誤りがありましたので、訂正するものであ

ります。 

 

２．訂正箇所 

（１）サマリー情報 

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日） 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 

【訂正前】 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2022年３月期 16,765 △6,440 △15,441 57,628 

2021年３月期 14,465 △10,929 31,148 62,217 

 

【訂正後】 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2022年３月期 16,749 △6,424 △15,441 57,628 

2021年３月期 14,465 △10,929 31,148 62,217 
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（２）決算短信 ４ページ 

１．経営成績等の概況 

（４）当期のキャッシュ・フローの概況 

 

【訂正前】 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは 167 億 65 百万円の収入（前年同期比 22 億

99 百万円の収入増）となりました。これは、主に税金等調整前当期純利益が 120 億 14 百万円あった

こと、減価償却費が82億１百万円あったこと、法人税等の支払額が44億 17 百万円あったこと等によ

るものであります。 

 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは 64 億 40 百万円の支出（前年同期比 44 億

89 百万円の支出減）となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出が 79 億 42 百万円

あったこと、有形固定資産の売却による収入が10億42百万円あったこと等によるものであります。 

    （省略） 

 

【訂正後】 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは 167 億 49 百万円の収入（前年同期比 22 億

83 百万円の収入増）となりました。これは、主に税金等調整前当期純利益が 120 億 14 百万円あった

こと、減価償却費が82億１百万円あったこと、法人税等の支払額が44億 17 百万円あったこと等によ

るものであります。 

 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは64億 24 百万円の支出（前年同期比45億５

百万円の支出減）となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出が 79 億 42 百万円あっ

たこと、有形固定資産の売却による収入が10億42百万円あったこと等によるものであります。 

    （省略） 



 

 

3 
 

（３）決算短信 11ページ 

３．連結財務諸表及び主な注記 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

 

【訂正前】 

 (単位：百万円)

 

前連結会計年度 

(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 2021年４月１日 

 至 2022年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

（省略）   

投資有価証券売却損益（△は益） △752 △1,031 

固定資産除売却損 111 308 

売上債権の増減額（△は増加） 599 △4,095 

棚卸資産の増減額（△は増加） 96 △28 

その他の資産の増減額（△は増加） △238 △290 

仕入債務の増減額（△は減少） 516 2,959 

その他の負債の増減額（△は減少） △1,049 383 

その他 637 1,504 

小計 14,095 19,756 

利息及び配当金の受取額 395 357 

利息の支払額 △232 △306 

受取賃貸料収入 128 123 

雇用調整助成金の受取額 4,549 1,251 

法人税等の支払額 △4,470 △4,417 

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,465 16,765 

 

【訂正後】 

 (単位：百万円)

 

前連結会計年度 

(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 2021年４月１日 

 至 2022年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

（省略）   

投資有価証券売却損益（△は益） △752 △1,046 

固定資産除売却損 111 308 

売上債権の増減額（△は増加） 599 △4,095 

棚卸資産の増減額（△は増加） 96 △28 

その他の資産の増減額（△は増加） △238 △220 

仕入債務の増減額（△は減少） 516 2,959 

その他の負債の増減額（△は減少） △1,049 383 

その他 637 1,434 

小計 14,095 19,741 

利息及び配当金の受取額 395 357 

利息の支払額 △232 △306 

受取賃貸料収入 128 123 

雇用調整助成金の受取額 4,549 1,251 

法人税等の支払額 △4,470 △4,417 

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,465 16,749 
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（３）決算短信 12ページ 

３．連結財務諸表及び主な注記 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

 

【訂正前】 

 (単位：百万円)

 

前連結会計年度 

(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 2021年４月１日 

 至 2022年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 608 △170 

短期貸付金の純増減額（△は増加） △77 8 

有形固定資産の取得による支出 △12,665 △7,942 

有形固定資産の売却による収入 1,533 1,042 

無形固定資産の取得による支出 △917 △982 

投資有価証券の取得による支出 △75 △101 

投資有価証券の売却による収入 806 1,636 

長期貸付けによる支出 △11 △9 

長期貸付金の回収による収入 40 20 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ

る支出 
△36 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ

る支出 
－ △37 

その他 △134 95 

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,929 △6,440 

   （省略） 

 

【訂正後】 

 (単位：百万円)

 

前連結会計年度 

(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 2021年４月１日 

 至 2022年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 608 △170 

短期貸付金の純増減額（△は増加） △77 8 

有形固定資産の取得による支出 △12,665 △7,942 

有形固定資産の売却による収入 1,533 1,042 

無形固定資産の取得による支出 △917 △982 

投資有価証券の取得による支出 △75 △101 

投資有価証券の売却による収入 806 1,651 

長期貸付けによる支出 △11 △9 

長期貸付金の回収による収入 40 20 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ

る支出 
△36 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ

る支出 
－ △37 

その他 △134 95 

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,929 △6,424 

   （省略） 

以上 


